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FA (3.6 ％) 溶液によって固定された約 30 体の遺体
の解剖が行われている。実習中は学生及び教職員が 
FA 曝露を受けることになる。実際、実習中の学生の















様々な対策が取られている[5, 6, 7, 8, 9]。 







脈又は総頚動脈から  FA 溶液  (FA 3.6 ％ , アル
コール 45 ％, グリセリン 10 ％) を約 10 リット
ル灌流させる。その後、固定液 (FA 3.6 ％, アルコー














部報告した [10] 。当時は光触媒環境浄化装置 
(SSC-50E, 盛和工業) 8 台と全体換気装置によって 











フィルター (FA フィルター) で FA を除去し、FA 











の年の作業環境測定結果は A 測定 0.4 ppm、B 測














藤工業、排気側 :局所排気装置付解剖台  CCJK- 
2200CC3-AP959 及び  CCJK-2200CC3-AP960, 近藤
工業) 30 台を購入し、実習室 1 に設置した (図 3)。
解剖台の上部 4 辺すべてから排気される構造で 











換気回数：19.8 (回/h) ※解剖実習室 1・2 の体積
を1,015m3 として算出 
上部ユニット給気量：670 (m3/h) / 1 台 
解剖台排気量：700 (m3/h) / 1 台 
排気風速：1 m/s  












図 4. 局所給排気システム図 
図 3. 改修後の実習室 
図 2. 還流方式プッシュプル型換気装置 










































廃液タンク (図 7-⑤)：気密性の高い 5 リットル
廃液タンクを使用し、解剖台とタンクをつなぐホー
スは、外れない様にねじ式を採用した。 
図 6. 改修後の解剖台配置図 
2
???????? 





の年の作業環境測定結果は A 測定 0.4 ppm、B 測














藤工業、排気側 :局所排気装置付解剖台  CCJK- 
2200CC3-AP959 及び  CCJK-2200CC3-AP960, 近藤
工業) 30 台を購入し、実習室 1 に設置した (図 3)。
解剖台の上部 4 辺すべてから排気される構造で 











換気回数：19.8 (回/h) ※解剖実習室 1・2 の体積
を1,015m3 として算出 
上部ユニット給気量：670 (m3/h) / 1 台 
解剖台排気量：700 (m3/h) / 1 台 
排気風速：1 m/s  












図 4. 局所給排気システム図 
図 3. 改修後の実習室 
図 2. 還流方式プッシュプル型換気装置 










































廃液タンク (図 7-⑤)：気密性の高い 5 リットル
廃液タンクを使用し、解剖台とタンクをつなぐホー
スは、外れない様にねじ式を採用した。 
図 6. 改修後の解剖台配置図 
3
???????? 





平成 25 年度解剖実習は学生数が 127 人となり、
実習室 1 の局所排気装置付解剖台 30 台では足ら
ず、以前の解剖台に還流方式プッシュプル型換気装
置を設置したものを実習室 2 に 3 台追加して、実
習を行った (図 6)。 
作業環境測定結果は A 測定 0.03 ppm、B 測定 
0.02 ppm で第Ⅱ管理区分となった。 





た、実習室 2 から実習室 1 への気流が確認された
ことより、実習室 2 から実習室 1 に流れた FA ガ
スが、X1 地点で滞留していると考えられる。 
この結果から還流方式プッシュプル型換気装置で















て FA 濃度 0.1 ppm 以下を維持しなければならな
い。 
本学解剖実習室は 30 台の局所排気装置付解剖台
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4.4  作業環境測定結果 
新換気システム稼働下で行われた解剖実習中の 
FA 濃度を測定した。実習期間で FA 濃度が最も高
いとされる開胸、開腹後に測定を行った。作業環境
測定の結果は A 測定、B 測定共に 0.01 ppm 未満
であり、システム改修前に比べて FA 濃度が極めて













































図 7. 局所排気装置付解剖台 
 
A - ①所見台, ②可撓性フランジ, ③排水口、 
B - ④ステー止め式天板、C - ⑤廃液タンク 









平成 25 年度解剖実習は学生数が 127 人となり、
実習室 1 の局所排気装置付解剖台 30 台では足ら
ず、以前の解剖台に還流方式プッシュプル型換気装
置を設置したものを実習室 2 に 3 台追加して、実
習を行った (図 6)。 
作業環境測定結果は A 測定 0.03 ppm、B 測定 
0.02 ppm で第Ⅱ管理区分となった。 





た、実習室 2 から実習室 1 への気流が確認された
ことより、実習室 2 から実習室 1 に流れた FA ガ
スが、X1 地点で滞留していると考えられる。 
この結果から還流方式プッシュプル型換気装置で















て FA 濃度 0.1 ppm 以下を維持しなければならな
い。 
本学解剖実習室は 30 台の局所排気装置付解剖台











[1]  S. Takahashi, K. Tsuji, K. Fujii, F. Okazaki, T. Takigawa, 
A. Ohtsuka, K. Iwatsuki, Prospective study of clinical 
symptoms and skin test reactions in medical students 
exposed to formaldehyde gas,  The Journal of 
Dermatology 34 (2007) 283-289. 
[2]  欅田尚樹, 中島民治, 菊田彰夫, 川本俊弘, 嵐谷奎一, 
解剖学実習室における気中ホルムアルデヒド濃度評
価と自覚症状調査 , 産業医科大学雑誌  3 (2004) 
337-348. 
[3]  森美穂子, 星子美智子, 原邦夫, 石竹達也, 嵯峨堅, 
山木宏一, 大規模改修による系統解剖学実習室内ホ
ルムアルデヒド濃度および学生の自覚症状の変化, 
日本衛生学雑誌 67 (2012) 501-507. 
[4]  内山巌雄, ホルムアルデヒドばく露の有害性と各種
規制の経緯, 解剖学雑誌 85 (2010) 29-34. 
[5]  H. Yamato, T. Nakashima, A. Kikuta, N. Kunugita, K. 
Arashidani, Y. Nagafuchi, I. Tanaka, A novel local 
ventilation system to reduce the levels of formaldehyde 
exposure during a gross anatomy dissection course and its 
evaluation using real-time monitoring,  Journal of 
Occupational Health 47 (2005) 450-453. 




み, 解剖学雑誌 83 (2008) 87-93. 
[7]  松田正司, 長谷川雅則, 室大明, 浅野博, 濱田文彦, 
下川哲哉, 宮脇恭史, 鍋加浩明, 脇坂浩之, 浜井盟子, 
小林直人, 学生の症状とホルムアルデヒドガス濃度
からみた解剖実習室内の局所換気装置の効果, 解剖
学雑誌 84 (2009) 103-109. 
[8]  篠田晃, 大庭淳, 新しく開発した解剖学実習台連結
型局所給排換気システムの実習室内ホルムアルデヒ
ド低減効果, 解剖学雑誌 85 (2010) 5-15. 
[9]  菊田彰夫, 大和浩, 欅田尚樹, 中島民治, 林春樹, 局
所排気による系統解剖学実習時のホルムアルデヒド
曝露防止 安全で快適な系統解剖学実習環境の実現, 
解剖学雑誌 85 (2010) 17-27. 
[10] 矢部一徳,  瀬谷祐一, 献体業務及び解剖実習時の環
境改善について～感染症防止及びホルムアルデヒド
























4.4  作業環境測定結果 
新換気システム稼働下で行われた解剖実習中の 
FA 濃度を測定した。実習期間で FA 濃度が最も高
いとされる開胸、開腹後に測定を行った。作業環境
測定の結果は A 測定、B 測定共に 0.01 ppm 未満
であり、システム改修前に比べて FA 濃度が極めて













































図 7. 局所排気装置付解剖台 
 
A - ①所見台, ②可撓性フランジ, ③排水口、 
B - ④ステー止め式天板、C - ⑤廃液タンク 




34 : 1 - 6 , 2014
職場巡視から考える安全衛生管理業務の課題 
雨谷 恵、北原 匡、神戸 昌幸 
筑波大学システム情報工学等技術室 (安全衛生管理担当) 





















本学も 2000 年 4 月から適用されることになり、適
用から 13 年経過している。 
担当するシステム情報エリアにおいて、技術職員




1 回 3 時間程度で、平均 45 箇所、職場巡視を行っ
ている。 





















この報告では、2011 年 10 月から 2013 年 11 月に
実施した、職場巡視データ  816 箇所について、














































図 1. 指摘数の変化(工学系 F 棟) 
 Reduction Effect of Formaldehyde Concentration by Local Ventilation System 
with the Dissecting Table in the Gross Anatomy Practice Room  
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Ordinance on Prevention of Hazards due to Specified Chemical Substance was revised in 2008, and administrative 
level of formaldehyde was set to 0.1 ppm. Anatomy practice room dose not receive the restriction of the administrative 
level of formaldehyde. However, taking into account the impact on the students, we introduced local exhaust ventilation 
system with dissection table in the anatomy practice room in 2010, and carried out environmental improvement. This 
system was already introduced in several other universities, and good results were obtained. In our university, air intake 
and exhaust systems and dissection tables were set up in accordance with anatomy training situation. Here, we report 
the details of the system that less than 0.1 ppm of formaldehyde was achieved in the working environmental 
measurement using this system. 
  




34 : 1 - 6 , 2014
